
会　　　　報

シルバー人材センターシンボルマーク
　このマークは、全国のシルバー人材セン
ターで働く高齢者が広く連携し、共に働き、
共に助け合っていくことをめざして作成し
たものです。
　デザインは、シルバー（Silver）の「S」
とセンター（Center）の「C」で飛翔する
鳥と、動き出す人の姿を表現しています。

第 51 号
平成 27 年 8 月 1 日

発　行
公益社団法人

安曇野シルバー人材センター
住　所

安曇野市豊科 4155-1
ＴＥＬ 0263-72-5800
ＦＡＸ 0263-73-6484

シルバー安曇野

安曇野花火（平成 26年撮影）

平
成
27
年
度
定
時
総
会
に
お
い
て
、
理
事
長
と
い

う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
前
理
事
長
は
じ
め
諸
先
輩
の
方
々
が
、
築
き

上
げ
て
こ
ら
れ
た
シ
ル
バ
ー
の
理
念
を
し
っ
か
り
受

け
継
い
で
、
セ
ン
タ
ー
事
業
発
展
の
た
め
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
前
理
事
長
同
様
、

会
員
、
役
職
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
年
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
が
、
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
「
自
主
・
自
立
・
共
働
・

共
助
」
を
会
員
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
し
、
安
全
・
適
正
就
業
に
努
め
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
又
、
事
故
防
止
目
標
と
し
て
「
安
全
は
す
べ
て
に
優

先
す
る　

け
が
を
し
な
い　

さ
せ
な
い
」
を
合
言
葉
に
全
員
で
取
り
組
み
、
無

事
故
で
就
業
で
き
る
こ
と
が
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
、
安
心
と
信
頼
を
得
る
こ

と
に
な
り
、
更
な
る
事
故
防
止
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
統
合
し
て
10
年
目
を
迎
え
ま
す
。
平

成
25
年
7
月
、
中
期
5
か
年
計
画
を
作
成
し
、
基
本
的
な
数
値
目
標
を
策
定

し
ま
し
た
。
①
会
員
数
、
一
一
〇
〇
名
②
契
約
金
額
、
六
億
円
③
就
業
率
、

一
〇
〇
％
、
こ
の
計
画
は
、
会
員
、
役
員
、
事
務
局
職
員
の
目
標
と
し
ま
す
。

又
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
は
、
各
種
会
議
等
へ
の
参
加
の

取
り
組
み
で
す
。
①
定
時
総
会
②
地
区
懇
談
会
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
④
各
種

研
修
会
等
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

定
時
総
会
で
は
、
会
員
各
位
の
ご
参
加
に
よ
り
、
功
労
者
の
表
彰
と
諸
議
案

を
決
議
、
承
認
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

終
わ
り
に
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
、
行
政
を
は
じ
め
地
域
並
び
に
会
員
皆
さ

ま
の
特
段
の
ご
指
導
を
お
願
い
し
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 就

任
に
あ
た
っ
て理事

長
　
佐 

々 

木
　
胤 

明
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図
り
ま
す
。

Ⅴ
指
定
管
理
事
業

穂
高
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
事
業
を
受
託
し
ま
す
。

Ⅵ
有
料
職
業
紹
介
事
業
・
一
般
労
働
者

派
遣
事
業

前
理
事
長　

横
山　

幸
久

私
こ
と
、
5
月
の
定
時
総
会
を
も
っ

て
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
員
に
な
っ
て
15
年
、
う
ち
5
年
間

理
事
長
を
微
力
な
が
ら
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

在
任
中
は
、
公
益
社
団
法
人
へ
の
移

行
、
国
の
事
業
仕
分
け
に
よ
る
補
助
金

の
削
減
、
適
正
就
業
、
設
立
20
周
年
記

念
事
業
及
び
事
務
費
の
改
定
な
ど
諸
事

案
が
あ
り
ま
し
た
。
関
係
機
関
並
び
に

会
員
・
役
職
員
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご

指
導
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、大
過
な
く

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、心

よ
り
お
礼
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

多
様
化
す
る
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
「
派
遣
事
業
」
の
推
進
、
高
齢
化
社

会
に
対
応
し
て
、
シ
ル
バ
ー
事
業
の
あ

り
方
な
ど
多
難
な
時
期
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
時
が
解
決
し
て
く
れ
る
時
代
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。み
ん
な
で
就
業
開
拓
・

会
員
の
募
集
に
取
組
み
、
新
し
い
事
業

に
挑
戦
し
て
安
曇
野
シ
ル
バ
ー
の
存
在

を
高
め
て
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

安
全
就
業
の
決
め
手
は
先
取
り
で
き

ま
せ
ん
。「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る

　

け
が
を
し
な
い　

さ
せ
な
い
」
を
、

み
ん
な
で
実
行
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
家
族
の
た
め
、
自
分

の
た
め
「
事
故
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て
、

安
全
就
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

発
展
と
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
て
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

政
府
は
、
景
気
回
復
が
遅
れ
て
い
る

地
方
へ
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
波
及
の
た
め

の
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
が
、
回

復
は
遅
々
と
し
た
状
況
で
、
セ
ン
タ
ー

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然
厳
し
い
と

予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
地
域
ニ
ー
ズ
対
応
事

業
や
派
遣
事
業
等
新
し
い
分
野
の
開
拓

を
進
め
、
就
業
機
会
の
確
保
等
高
齢
者

の
活
躍
の
場
を
創
出
し
て
行
き
ま
す
。

Ⅰ
公
益
法
人
と
し
て
の
的
確
な
運
営
と

財
政
基
盤
の
確
立

公
益
的
で
透
明
性
の
あ
る
活
動
を

行
う
と
と
も
に
、
補
助
金
の
削
減
や

厳
し
い
経
営
環
境
に
対
応
し
た
、
的

確
な
運
営
と
財
政
基
盤
の
確
立
を
図

り
ま
す
。

Ⅱ
基
盤
拡
大
推
進
事
業

シ
ル
バ
ー
事
業
へ
の
市
民
・
民
間

企
業
の
理
解
と
認
識
を
高
め
、
地

域
の
就
業
ニ
ー
ズ
等
を
的
確
に
把
握

し
、会
員
募
集
・
就
業
開
拓
を
行
い
、

セ
ン
タ
ー
基
盤
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

Ⅲ 

安
全
・
適
正
就
業
（
事
故
ゼ
ロ
・

法
令
順
守
）
の
推
進

安
全
就
業
に
つ
い
て
、「
安
全
は

全
て
に
優
先
す
る　

け
が
を
し
な
い

さ
せ
な
い
」
を
合
言
葉
に
最
重
要
課

題
と
し
、
関
係
機
関
の
指
導
内
容
を

順
守
し
て
、
事
業
の
確
保
に
配
慮
し

な
が
ら
、
不
適
正
就
業
の
是
正
に
取

り
組
み
ま
す
。

①
重
点
目
標
「
重
篤
事
故
の
絶
滅
と

事
故
件
数
の
減
並
び
に
健
康
管
理
」

・
安
全
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
完
全
実
施

・
安
全
装
備
使
用
の
徹
底

・
健
康
診
断
受
診
と
健
康
体
操
の

奨
励

・
交
通
事
故
防
止

②
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
等
会
議

の
開
催

③
安
全
就
業
ワ
ッ
ペ
ン
の
着
用
等
事

故
防
止
対
策

Ⅳ
地
域
ニ
ー
ズ
対
応
事
業

市
並
び
に
関
係
団
体
と
連
携
し
、

「
玉
ね
ぎ
・
野
沢
菜
」等
を
取
り
入
れ
、

就
業
機
会
の
確
保
と
会
員
の
拡
大
を

平
成
27
年
度
の
定
時
総
会
が
、
5
月

28
日
に
豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
は
、
安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
統
合
10
周
年
を
記
念
し
、「
シ

ル
バ
ー
事
業
は
人
な
り　

地
域
社
会
に

奉
仕
の
心
で
」
と
題
し
て
、
好
生
会
マ

ナ
ー
研
究
所
代
表
の
青
木
孝
子
先
生
の

話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

午
後
の
総
会
で
は
、
猿
田
み
さ
子
会

員
の
先
唱
で
、
力
強
く
安
曇
野
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
憲
章
の
唱
和
を
行

い
、
横
山
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
表

彰
が
行
わ
れ
、
会
員
表
彰
31
人
、
役
員

表
彰
4
人
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
瀬
戸

山
綱
彦
会
員
か
ら
、
今
後
も
一
層
シ
ル

バ
ー
事
業
に
励
ん
で
行
き
た
い
と
の
決

意
を
込
め
た
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
皆
様
か
ら
の
祝
辞

の
後
、
議
長
に
那
須
野
卯
久
会
員
を
選

出
し
て
、
26
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決

算
報
告
、
理
事
の
選
任
に
つ
い
て
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
27
年
度
事
業
計
画
・
収

支
予
算
に
つい
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
契
約
額
に
つ
い
て
は
、
5
億
８

５
２
５
万
円
で
、
前
年
度
対
比
４
５
２

万
円
の
減
、率
に
し
て
99・２
%
で
し
た
。

横
山
理
事
長
、
飯
沼
専
務
理
事
、

有
賀
理
事
及
び
宮
島
理
事
の
辞
職
に
伴

い
、
寺
嶋
、
嶋
㟢
、
小
林
及
び
務
台
の

4
名
が
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

専
務
理
事
・
事
務
局
長
　
務
台
　
一
之

　
　
　
　
　
　
　
理
事
　
寺
嶋
　
春
樹

　
　
　
　
　
　
　
理
事
　
嶋
㟢
　
紘
次

　
　
　
　
　
　
　
理
事
　
小
林
　
松
治

会
員
表
彰

地
区
名

氏　
　
　

名

豊　

科

竹　

岡　

孝　

子

〃

古　

幡　

菊　

子

〃

瀬
戸
山　

綱　

彦

〃

柳　

谷　

節　

子

〃

白　

倉　

春　

子

〃

宮　

澤　

利　

幸

〃

曽
根
原　

豊　

重

〃

石　

坂　

千
代
治

豊　

科

丸　

山　

し
げ
こ

〃

白　

澤　
　

勇

〃

丸　

山　

征　

子

〃

遠　

藤　
　

榮

〃

太　

田　

忠　

雄

穂　

高

小　

林　

寛　

子

〃

柳　

沢　

永　

子

〃

久
保
田　

盛　

雄

〃

小　

林　

克　

夫

〃

山　

田　

喜
代
治

〃

小　

林　

明　

茂

〃

依　

田　
　

惇

〃

西　

尾　

昌　

幸

三　

郷

水　

野　

廣　

人

〃

石　

川　

照　

義

堀　

金

塚　

田　

す
づ
子

〃

山　

口　

典　

嶽

〃

一　

志　

拓　

麿

〃

中　

田　

寿　

勝

〃

村　

瀬　
　

武

明　

科

高　

橋　

政　

保

〃

牛　

越　

嘉
久
雄

〃

波　

場　

徳　

則

役
員
表
彰

職　
　

名

氏　
　
　

名

理　
　

事

横　

山　

幸　

久

〃

飯　

沼　

常　

雄

〃

宮　

島　

寿　

宏

地
域
班
長

内　

川　

正　

紀

新
役
員
の
紹
介

退
任
役
員

理
事
長

横　

山　

幸　

久

専
務
理
事

事
務
局
長

飯　

沼　

常　

雄

理　
　

事

有　

賀　

義　

孝

理　
　

事

宮　

島　

寿　

宏

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

理
事
長
退
任
に
あ
た
り

横
山
前
理
事
長
は
、
去
る
６
月
５
日
に
開
催
さ

れ
た
長
野
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

定
時
総
会
の
席
で
、
長
年
の
功
労
に
対
し
て
、

連
合
役
員
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度

事
業
実
施
計
画

平
成
27
年
度
定
時
総
会
開
催

表
彰
者
一
覧

平成 26年度事業実績

25年度 26年度 前年度比

会員数（人） 880 890 101.1

延日人員（人） 119,865 118,644 99.0

就業率（％） 102.8 101.6 98.8

受託件数（件） 4,352 4,507 103.6

配分金（千円） 541,429 530,605 98.0

契
約
金
額（
千
円
）

公共関係 83,855 90,266 107.6

民間事業所 398,861 392,044 98.3

一般家庭 104,965 100,828 96.1

独自事業 2,088 2,110 101.1

合計 589,769 585,248 99.2

寺嶋　春樹

小林　松治

務台　一之

嶋㟢　紘次

謝辞をのべる瀬戸山会員

表彰を受ける横山前理事長
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中
」
の
看
板
等
は
、
シ
ル
バ
ー
事
務
局

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
使
用
す

る
場
合
は
、
事
前
に
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。剪

定
作
業
が
、
本
格
的
に
始
ま
る

前
の
去
る
3
月
9
日
、
豊
科
南

小
学
校
校
庭
を
会
場
に
、
剪
定
作
業
に

従
事
す
る
会
員
45
人
が
参
加
し
、
剪
定

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
技
術
向
上

は
も
と
よ
り
、
事
故
防
止
の
た
め
の
知

識
向
上
を
目
指
し
ま
し
た
。
講
師
に
、

豊
科
造
園
組
合
の
3
人
を
招
き
、
校
庭

の
「
松
」
を
使
用
し
て
実
習
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
今
回
の
講
習
で
は
、
梯
子

や
脚
立
の
立
て
方
や
固
定
の
仕
方
な
ど

基
礎
的
な
実
習
を
行
い
、
安
全
作
業
の

注
意
点
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

剪
定
作
業
は
、
高
所
で
の
作
業
が
多

い
た
め
、
毎
年
、
全
国
的
に
も
、
事
故

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
剪
定
会
員

は
、
安
全
第
一
で
剪
定
作
業
に
取
組
ん

で
く
だ
さ
い
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
安
曇
野
市
農

業
再
生
協
議
会
や
Ｊ
Ａ
あ
づ
み

の
協
力
を
得
て
、
り
ん
ご
作
業
講
習
会

を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。
り
ん
ご
作

業
の
依
頼
が
増
加
す
る
一
方
で
、
作
業

に
従
事
す
る
会
員
の
減
少
や
高
齢
化

で
、
そ
の
要
望
に
充
分
応
え
ら
れ
な
い

現
状
に
有
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
作
業
者

の
確
保
対
策
の
一
環
と
し
て
、
講
習
会

を
計
画
。
そ
の
第
１
回
目
を
4
月
27
日

に
花
摘
み
作
業
講
習
を
行
い
、
り
ん
ご

作
業
部
会
員
を
含
め
て
約
30
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
5
月
に
は
摘
果
作
業
を
実

施
、
9
月
下
旬
に
は
葉
摘
み
・
玉
回
し

作
業
講
習
を
開
催
予
定
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
が
、
地
域
ニ
ー
ズ
対
応

事
業
と
し
て
、
昨
年
7
月
か
ら
取
組
ん

で
き
た
、
玉
ね
ぎ
栽
培
事
業
は
、
6
月

初
旬
か
ら
、
収
穫
期
と
な
り
、
多
く
の

会
員
が
参
加
し
て
、
豊
科
南
穂
高
及
び

三
郷
明
盛
の
畑
で
収
穫
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
収
穫
し
た
玉
ね
ぎ
は
、
会
員
向

け
に
特
別
価
格
で
販
売
し
、
大
勢
の
会

員
か
ら
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
6
月
20
日
、
21
日
に
開
催
さ
れ

た
「
安
曇
野
玉
ね
ぎ
祭
り
」
に
初
め
て

参
加
し
ま
し
た
。
会
場
の
、
豊
科
保
健

セ
ン
タ
ー
前
庭
で
は
、
市
内
外
の
大
勢

の
購
入
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
は
、
傷
害
事
故
2

件
、
交
通
事
故
1
件
、
賠
償
事
故
4
件

の
合
計
7
件
の
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
特
に
、
賠
償
事
故
は
、
草
刈
り
、

芝
刈
り
作
業
中
で
の
飛
石
に
よ
っ
て
、

人
や
車
を
傷
つ
け
る
事
故
で
す
。
飛
石

に
よ
る
賠
償
事
故
は
、
25
年
度
も
4
件

発
生
し
て
お
り
、
再
三
注
意
喚
起
を
し

て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
減
少
し
て

い
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
状
況
下
の
た
め
、
当
セ
ン

タ
ー
で
は
、
6
月
9
日
、
明
科
地
区

の
【
せ
せ
ら
ぎ
】
及
び
【
御
法
田
周

辺
】
で
草
刈
安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
草
刈
り
作
業
に
就
業

す
る
会
員
65
人
が
受
講
。
長
野
県
農
業

大
学
校
研
修
部
の
加
科
先
生
及
び
金
澤

先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
座
学
及
び

実
技
で
、
安
全
作
業
を
再
確
認
し
ま
し

た
。
草
刈
り
に
従
事
す
る
会
員
は
、
ベ

テ
ラ
ン
の
者
も
多
く
、
基
礎
知
識
を
再

確
認
す
る
講
習
と
な
り
ま
し
た
。
安
全

意
識
を
持
ち
、
今
後
も
、
安
全
就
業
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

飛
石
事
故
防
止
の
た
め
、
当
セ
ン
タ

ー
で
は
、
刈
払
機
で
の
ナ
イ
ロ
ン
ロ

ー
プ
の
使
用
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
草

刈
り
作
業
で
は
、
絶
対
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
飛
石
事
故
防
止
対
策
と
し

て
、
①
飛
石
防
止
ネ
ッ
ト
の
活
用　

②

車
の
移
動
の
徹
底　

③
作
業
前
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
実
施
等
を
再
度
徹
底
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
飛
石
防
止
ネ
ッ
ト
や
「
作
業

派
遣
事
業
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
法
律
に

よ
り
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

全
国
的
に
も
そ
の
事
業
量
は
、
少
な
い

の
が
現
状
で
す
。
特
に
長
野
県
で
は
、

事
業
主
体
の
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会
の
方
針
も
有
り
、
取
り
組
み

が
遅
れ
て
い
ま
し
た
。
国
で
は
、
派
遣

事
業
に
取
組
む
セ
ン
タ
ー
に
、
補
助
金

を
優
先
的
に
配
分
す
る
方
針
を
取
り
、

派
遣
事
業
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

発
注
者
か
ら
、
指
揮
命
令
を
受
け
る

業
務
に
つ
い
て
は
、
適
正
就
業
面
か
ら

派
遣
の
形
が
望
ま
し
い
と
指
導
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
運
転
業
務
は
、
必
ず
指

揮
命
令
を
伴
い
ま
す
。
発
注
者
の
理
解

を
得
て
、
派
遣
へ
の
切
り
替
え
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
年
4
月
か
ら
、当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

安
曇
野
市
か
ら
指
定
管
理
者
と
し
て
、

穂
高
有
明
の
「
穂
高
老
人
保
健
セ
ン
タ

ー
」
の
管
理
を
委
託
さ
れ
ま
し
た
。
当

該
施
設
は
、昭
和
48
年
5
月
に
設
置
で
、

約
40
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
顕
著
で

あ
り
、
廃
止
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
面
、
来
年
3
月
末
ま
で
の
一
年
間
の

管
理
委
託
契
約
で
す
。
指
定
管
理
者
と

し
て
利
用
者
か
ら
安
心
し
て
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
管
理
業
務
の
遂
行
に

努
め
ま
す
。
な
お
、
会
員
の
皆
様
も
是

非
ご
利
用
を
お
願
し
ま
す
。
お
問
い
合

わ
せ
は
、
☎
（
83
）
５
５
８
１
へ
。

収穫作業をする会員（三郷明盛）

受託した穂高老人保健センター

講師から操作方法を学ぶ受講生

梯子の立て方を学ぶ受講者

花摘み作業の指導を受ける
参加者

安
曇
野
玉
ね
ぎ
祭
り
に
初
め
て
参
加

　
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
う
シ
ル
バ
ー
会
場

指
定
管
理
者
と
し
て

　
　
　

管
理
を
受
託

　
　
　
穂
高
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
だ
よ
り

安全は
全てに
優先する

飛
石
事
故
対
策
を
重
点
目
標
に
！
　「
事
故
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
！

草
刈
安
全
講
習
会
を
開
催

ナ
イ
ロ
ン
ロ
ー
プ
の
使
用
禁
止

剪
定
講
習
会
を
開
催

安
全
作
業
の
注
意
点
を
確
認

り
ん
ご
作
業
講
習
会
を
初
め
て
開
催

り
ん
ご
農
家
支
援
者
を
育
成

運
転
業
務
は
、
請
負
か
ら
派
遣
に
変
更

退
職
（
3
月
31
日
付
）

事
務
局
長　
　
　
　
　

飯
沼　

常
雄

穂
高
地
区
長　
　
　
　

遠
藤　

昌
吉

堀
金
・
明
科
地
区
長　

松
田　

清
志

臨
時
職
員　
　
　
　
　

猿
田
み
さ
子

異
動
（
4
月
1
日
付
）

事
務
局
長　
　
　
　
　

務
台　

一
之

採
用
（
4
月
1
日
付
）

穂
高
地
区
長　
　
　
　

長
崎　

文
彦

三
郷
地
区
長　
　
　
　

布
山　

昌
徳

堀
金
地
区
長　
　
　
　

鹿
川　

一
郎

明
科
地
区
長　
　
　
　

青
木　

祐
子

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
職
員
と

し
て
4
月
か
ら
穂

高
地
区
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
発
注
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

を
会
員
の
皆
さ
ま
に
仲
介
す
べ
く
努
力

を
し
て
い
ま
す
が
、
右
往
左
往
し
て
い

る
毎
日
で
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。
早
く
仕
事
を

事
務
局
だ
よ
り

職

員

の

異

動

長崎文彦

新
職
員
の
紹
介
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覚
え
、
会
員
の
就
業
の
機
会
を
確
保
で

き
る
よ
う
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
4
月
か
ら

三
郷
地
区
長
に
な

り
ま
し
た
布
山
昌

徳
と
申
し
ま
す
。

新
し
い
職
場
で
の
仕
事
で
す
の
で
、

ま
だ
十
分
内
容
を
理
解
し
余
裕
を
持
っ

て
仕
事
を
す
る
と
こ
ろ
ま
で
い
か
ず
、

依
頼
者
や
会
員
に
ご
迷
惑
を
掛
け
な
が

ら
仕
事
を
覚
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

三
郷
地
区
は
、
り
ん
ご
生
産
が
盛
ん

で
5
月
～
6
月
に
か
け
て
大
変
忙
し
い

時
期
で
す
。農
家
の
方
々
も
高
齢
化
し
、

益
々
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
会
員
の
増
加
が
要
望
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
お
知
り
合
い
な
ど
に
お
声

を
掛
け
て
い
た
だ
き
、
勧
誘
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

4
月
よ
り
堀
金

地
区
長
と
し
て
就

業
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
鹿

川
と
申
し
ま
す
。
早
い
も
の
で
3
ヶ
月

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の

経
験
を
活
か
し
て
い
き
な
が
ら
会
員
の

皆
様
方
の
希
望
に
応
じ
た
就
業
の
機
会

を
確
保
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
何
か
と
い
た
ら
な

い
点
が
多
く
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
と

思
い
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
4
月
か
ら

明
科
地
区
長
と
な

り
ま
し
た
青
木
祐

子
と
申
し
ま
す
。

早
い
も
の
で
3
ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
周
り
の
方
々
に
教
え
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
業
務
に
も
少
し
ず
つ
で
す
が

慣
れ
て
き
ま
し
た
。
明
科
地
区
担
当
と

は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
で
、
お
客

様
や
会
員
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
活

気
あ
る
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
、

日
々
業
務
に
い
そ
し
ん
で
お
り
ま
す
。

“
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
”
に
負
け
な
い
よ

う
私
も
仕
事
に
対
す
る
熱
意
や
敏
速
な

対
応
に
従
事
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
若
輩
者
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
ご
指

導
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

1
月
よ
り
総
務

担
当
と
し
て
お
世

話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
前
職
で
は

お
仕
事
を
依
頼
す
る
発
注
者
と
し
て
会

員
の
方
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
し

た
。
暑
い
日
も
寒
い
日
も
お
仕
事
を
し

て
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま

し
た
。
現
在
は
総
務
と
し
て
事
務
所
に

お
り
ま
す
と
、
依
頼
者
の
要
望
に
応
え

る
た
め
に
、
多
く
の
会
員
の
方
の
ご
尽

力
が
あ
る
事
を
痛
感
致
し
ま
す
。
会
員

の
皆
様
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に
留
意

さ
れ
て
、
明
る
く
楽
し
く
元
気
に
就
業

し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

7
月
分
は
8
月
20
日
（
木
）

8
月
分
は
9
月
18
日
（
金
）

9
月
分
は
10
月
20
日
（
火
）

10
月
分
は
11
月
20
日
（
金
）

11
月
分
は
12
月
18
日
（
金
）

12
月
分
は
1
月
20
日
（
水
）

白
井　

正
明
様　

平
成
27
年
1
月
5
日

小
倉　

利
榮
様　

平
成
27
年
3
月
10
日

山
辺　

行
平
様　

平
成
27
年
4
月
29
日

ご
逝
去
を
悼
み
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

前
回
50
号
の
節
目
を
迎
え
た
会
報

も
、
今
年
か
ら
心
新
た
に
１
０
０
号
に

向
け
て
歩
み
始
め
ま
し
た
。

先
般
開
催
さ
れ
た
27
年
度
の
定
期
総

会
で
、
シ
ル
バ
ー
の
た
め
に
長
年
に
わ

た
り
大
変
ご
尽
力
さ
れ
た
横
山
理
事
長

が
退
任
さ
れ
、
佐
々
木
新
理
事
長
が
誕

生
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
佐
々
木
体
制

の
も
と
で
、
シ
ル
バ
ー
の
更
な
る
発
展

の
た
め
に
、
皆
が
一
丸
と
な
っ
て
頑
張

っ
て
ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
シ
ル
バ

ー
も
様
々
な
課
題
を
抱
え
な
が
ら
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
一
つ
一
つ
乗

り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
会
員
相
互
の
融
和
を
は
か

り
、
健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り
に
役
立

て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
手
が
け
た
玉
ね
ぎ
の
栽

培
・
販
売
も
関
係
さ
れ
た
皆
様
の
努
力

に
よ
っ
て
シ
ル
バ
ー
の
新
戦
力
に
な
り

ま
し
た
。
新
顧
客
の
開
拓
、
新
入
会
員

増
に
も
引
き
続
き
力
を
い
れ
て
ゆ
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
暑
い
日
が

続
き
ま
す
が
、
健
康
管
理
に
は
充
分
に

留
意
さ
れ
、
元
気
で
毎
日
の
仕
事
に
励

ん
で
く
だ
さ
い
。

浅
川
泰
通
、
小
林
義
明
、
嶋
㟢
紘
次

布山昌徳鹿川一郎

青木祐子佐々木信子

お
悔
や
み

配
分
金
の
振
込
日

編
集
後
記


